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▲

舞台でのグループ発表の

合い間に、軽い運動を楽

しむ皆さん。

く同時開催した

「く
・
るリウォーキング」で

松岡城跡を学習する参加者

たち。
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平成12年 11月 1日 下 市 田 区 報・ 館 報 第 47号 (2)

第
四
十
七
号
発

刊
に
当
た
り
区
の

情
勢
を
報
告
致
し

ま
す
。
先
頃
の
、
文
化

祭

・
敬
老
会
に
は

区
民
皆
様
の
大
勢

の
参
加
を
頂
き
盛

大
に
行
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
二
十

一
世

紀

へ
し

っ
か
り
と

つ
な
ぐ
事
が
出
来
ま
し
た
。

さ
て
高
森
町
で
は
、
近
年
農

振
地
除
外
の
申
請
が
年
五
十
件

以
上
と
な
り
ま
し
た
。
当
下
市

田
区
内
で
も
例
外
で
な
く
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
に
と
も
な

い
農
地
の
転
用
申
請
が
目
に
つ

く
様
に
な
り
ま
し
た
。
ア
パ
ー

ト

・
分
譲
住
宅
等
の
申
請
が
多

く
、
区
民
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
心
配
さ
れ
る
事
で
も
あ
り
、

種
々
協
議
の
結
果
、
土
地
利
用

委
員
会
を
設
け
、
審
議
し
共
存

共
栄
の
実
を
上
げ
る
べ
く
努
力

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

要
項
０
ア
パ
ー
ト
、
日
工
場

並
び
に
商
店
、
日
千
平
方
米
以

上
の
分
譲
住
宅
等
に
つ
い
て
申

請
者
の
意
向
を
区
民
の
立
場
か

ら
検
討
し
、
悔
い
の
な
い
様
に

し
て
行
く
目
的
を
持
ち
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
ア
パ
ー
ト
入

居
者
の
方
々
に
申
請
者

（
オ
ー

ナ
ー
）
と
し
て
の
協
力

へ
の
お

願
い
、
⑦
特
殊
区
費
公
益
負
担

の
集
金
及
び
納
金
に
つ
い
て
、

◎
道
路
作
業

・
河
川
清
掃

へ
の

協
力
、
〇
分
別
集
荷

へ
の
協
力
、

○
区
内
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の

参
加
、
⑥
生
活
環
境
向
上

へ
の

相
互
協
力
等
で
あ
り
、
覚
書
と

し
て
土
地
利
用
委
員
会

へ
提
出

し
て
頂
く
、
又
分
譲
住
宅
入
居

の
方
々
に
は
次
の
点
を
特
に
お

願
い
し
て
協
力
し
て
頂
く
。
④

常
会
隣
組

へ
の
加
入

・
区

へ
の

協
力
、
◎
区
の
義
務
等
に
関
す

る
規
程

（区
費

・
区
有
林

へ
の

義
務
）
等
協
力
を
定
め
て
あ
り
、

お
願
い
を
し
て
参
り
ま
す
。
又

大
切
な
事
は
、
下
市
田
区
は
町

の
下
段
で
あ
り
、
上
段
の
開
発

と
関
係
が
深
く
、
特
に
排
水
等

に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
を
加

え
て
問
題
の
生
ず
る
事
の
な
い

様
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

又
交
通
安
全
の
観
点
か
ら
、

駐
車

ス
ペ
ー
ス
に
無
理
が
な
い

か
、
視
角
の
点
か
ら
問
題
が
生

ず
る
事
が
な
い
か
等
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
土
地
利
用
委
員
会

が
発
足
し
て
日
が
浅
く
、
区
民

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
又
独
立
家
庭
を
な
く
す
取
組

み
に
つ
い
て
、
区
内
に
も
独
立

家
庭
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
特

に
常
会
加
入
又
は
常
会
新
設

ヘ

の
働
き
か
け
を
し
て
参
り
、
道

路

・
河
川
作
業
等
、
そ
の
他
近

隣
の
方
々
と
の
交
流
、
青
少
年

健
全
育
成
等
、
協
力
し
て
生
活

環
境
を
高
め
て
参
る
事
が
大
切

で
あ
り
ま
す
の
で
、
大
き
な
課

題
と
し
て
参
り
ま
す
。
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
　

以
上

下
市
田
区
委
員

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

林
務
委
員

佐

藤

清

司

十
月
二
十
二
日
、
天
気
晴
。

下
市
田
区
委
員
の
親
睦
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
区
民
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
忙
の
中

四
十
人
の
参
加
が
あ
り
、
二
人

一
組
で
プ
レ
ー
を
行
い
、
和
や

か
な

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

林
務
委
員
が
設
定
し
た
山
あ
り

谷
あ
り
の
難
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
、

見
事
優
勝
の
栄
誉

（賞
金

・
賞

品
な
し
）
に
輝
い
た
の
は
、
正

副
区
長
ペ
ア
ー
の
富
田

・
塩
沢

組
で
し
た
。
終
了
後
、
環
境
衛

生
委
員
の
設
営
で
懇
親
会
を
行

い
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

区の情勢について

区長 富 田 隆 仁

下市田区

備品使用料規定
(個人貸出の場合)

椅子 (1脚)1回 100円

座卓 (1脚)1回 100円

阿1  貝ll

この規定は

平成12年 8月 8日施行

平成12年度下市田区一般会計前半期決算報告書

I.【収入金の部】

(自平成12年 4月 1日 ～至平成12年 9月 30日 )

収入金計 23,856,808円  支出金計 9,107,626円  差引残高 14,749,182円
Ⅱ.【支出金の部】

項   目 予算現額 決算収入額 比較 (予算。決算)

1.区 費

支

産

防 義 務 金

8.前 期 繰 越 金

350,000

15,020,000

1,396,000

3,550,000

1,680,000

550,000

2,600,000

6,500,000

288,662

7,280,195

0

2,466,025

153,350

2,580,000

11,088,576

-   61,338

+ 4,588,576

7,739,805

1,396,000

1,083,975

1,526,650

550,000

20,000

収 入 合 計 31,646,000 23,856.808 7,789,192

平成12年度高森町公民館下市田支館 中間決算報告書

(自平成12年 4月 1日 ～至平成12年 10月 2日 )

既収入額 3,484,593円 既支出額 2,326,924円  残 高 1,157,669円 (JAみ なみ信州預金 1,157,669円 )
1.収 入 の部                     2.支 出の部

科   目 予 算 額 既 収 入額

繰

繰

れ|〕

雑

3,010,000

900,000

230,000

1,510,000

1,610,500

345,914

18,179

合 計 4,141,000 3,484,593

(単位 円)

ヽ _

(単位 円)

項   目 予算現額 決算支出額 比較 (予算・決算)

1.総  務  費

8.予  備  費

12,235,000

977,000

1,020,000

2,670,000

2,640,000

2,640,000

3,010,000

6,454,000

3,571,692

8,347

85,140

414,200

1,104,182

2,114,065

1,510,000

300,000

8,663,308

968,653

934,860

2,255,800

1,535,818

525,935

1,500,000

6,154,000

支 出 合 計 31,646.000 9,107,626 - 22,538,374

科   目 予 算 額 既 支 出額

1.総   務   費 2,048,000

1,192,000

473,000

278,000

102,000

48,000

1,268,810

549,012

343,043

116.059

50,000

言十 4,141,000 2,326,924

5.寄  付

7.諸 収 入 金

防

館 費民 」

土

水

7肖

公

木  費

利  費

環 律i境 生2.

3.林  務  費

越   金

入   金

|

‐

ト
ー ー ー

1、 000

養

虫円

部

計

`

費

聴

童
日

覚

備

割
`

割

`

費

費

費

費

孝支

予

体

視

図

0



(3)平成12年 11月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 47号

日
頃
は
、
区

民
の
皆
様
方
に

は
、
春
秋
の
里

道
作
り
等
大
変

御
世
話
に
な

っ

て
居
り
ま
す
。

委
員
の
仕
事

は
、
地
区
計
画

に
基
づ
い
て
行

う
道
路
維
持
改

良
、
又
安
全
施

設
舗
装
工
事
が

主
な
仕
事
で
有

り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
仕
事
は
、
改

良
工
事
で
羽
根
線
他
四
件
、
維

持
工
事
で
ポ
ル
カ
前
工
事
他
十

一
件
、
安
全
施
設
工
事
で
新
井

堤

フ
ェ
ン
ス
エ
事
他
七
件
、
舗

装
工
事
で
は

一
本
杉
線
他
五
件
、

地
元
施
行
及
び
緊
急
対
策
工
事

七
件
と
多
く
の
工
事
が
計
画
さ

れ
、
地
権
者
始
め
関
係
者
の
御

協
力
御
理
解
に
よ
り
計
画
通
り

に
施
行
完
了
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
県
単
事
業
で
、
ふ
る
里
農
道
・

ビ
ー
ワ
ン
信
号
機
設
置
、
又
国

道
歩
道
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

で
も
区
民
の
道
路
整
備
は
ま
だ

遅
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
区
民
の
皆
様
方
の

土
木
事
業
に
御
理
解
御
協
力
賜

り
、
区
民
道
路
の
整
備
が
進
み

ま
す
様
御
願
い
申
し
上
げ
、
委

員
会
報
告
と
致
し
ま
す
。

委員会活動報告
土木委員長 上 沼 俊 彦

現場説明をする土木委員長

夕
涼
み
に
お
出
か
け
て

火
も
、
ケ
ガ
無
く
終
え
、
午
後

六
時
半
よ
り
九
時
半
ま
で
の
、

三
時
間
が
、
わ
ず
か
に
感
じ
ら

れ
る
程
で
し
た
。

下
市
田
保
育
所
か
ら
区
民
会

館
前
の
広
場
に
場
所
を
変
え
て

三
回
日
、
芝
生
の
葉
が
素
足
に

心
地
良
く
感
じ
ら
れ
る
場
所
は
、

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
楽
し
め

る
祭
り
が
定
着
し
た
感
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
達
が
大
人
に
な
っ

た
時
、
み
ん
な
で
楽
し
く
萩
の

里
祭
り
で
踊

っ
た
事
が
、
な

つ

か
し
い
想
い
出
の

一
ペ
ー
ジ
と

な
る
様
、
伝
え
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
暑
く
、
下
市
田

の
萩
の
里
祭
り
も
盛
会
の
内
に
、

無
事
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
は
、
十
代
、
二
十
代

の
若
者
も
大
勢
参
加
で
き
る
よ

う
な
祭
り
に
な
れ
ば
と
、
願

っ

て
お
り
ま
す
。

太
　
鼓

開
会
式

太
　
鼓

第

一
部

第
二
部

第
二
部

第
四
部

第
五
部

閉
会
式

紅

華

オ
ー
プ

ニ
ン
グ

保
育
園
児
の
賑
わ
い

納
涼
盆
踊
り

高
森
音
頭
他

発
表
会

子
供
花
火
大
会

納
涼
盆
踊
り

萩
の
里
祭
り
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
、
今
回
で
十
八

回
目
に
な
る
。
当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
祭
り
に
参
加
さ
れ
た

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
お
よ
そ

五
百
名
を
越
え
る
区
民
の
参
加

が
有
り
、
盛
大
に
開
催
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

区
民
の
参
加
は
毎
年
増
え
て

来
て
い
ま
す
。
催
事
の
中
で
は

一
部
変
更
さ
れ
、
下
市
田
地
区

か
ら
の
通
園
児
の
い
る
吉
田
河

原
保
育
園
も
参
加
し
て
頂
く
こ

と
に
な
り
、
下
市
田
保
育
園
の

子
ど
も
達
と
の
参
加
と
合
わ
せ

て
、
大
変
華
や
ぐ
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
鼓
蝶
の
舞

・
キ

ッ
ズ

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
が
行
わ
れ
、
拍

手
喝
采
を
得
ま
し
た
。
下
市
田

に
も
こ
ん
な
に
多
く
の
子
ど
も

達
が
い
た
の
か
と
驚
き
、
見
て

い
る
だ
け
で
も
、
楽
し
く
微
笑

ま
し
い
光
景
で
し
た
。

各
地
区
の
発
表
の
踊
り
は
、

毎
回
曲
目
を
変
え
て
踊
ら
れ
る

地
区
、
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に

と
市
田
音
頭
を
踊
ら
れ
る
地
区

も
有
り
、
共
通
曲
の
高
森
音
頭

視
聴
覚
部

の
踊
り
に
は
、
各
賞
が
付
け
ら

れ
て
、
踊
り
の
和
を
競
い
ま
し

た
。一
方
各
地
区
の
青
年
会
の
出

店
の
焼
き
鳥

・
焼
き
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ

・
氷
水

・
焼
き
ソ
バ

・
綿

菓
子

・
五
平
餅

・
餃
子

・
焼
き

い
か

・
金
魚
す
く
い

・
く
じ
引

き
、
等
々
、
早
く
も
八
時
過
ぎ

に
は
完
売
し
て
し
ま
う
品
物
も

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
花

ノ

″筆
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「各地区青年会の屋台」
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下
市
田
区
と
公
民
館
主
催
に

よ
る

「
地
元
出
身
町
議
と
区
民

と
の
懇
談
会
」
は
、
去
る
六
月

十
七
日
午
後
七
時
よ
り
、
下
市

田
区
民
会
館
に
於
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

原
昭
夫
、
倉
沢
岩
雄
、
伊
奈

川
義
公
、
久
保
田
昌
幸
、
熊
谷

元
尋
各
議
員
の
出
席
を
頂
き
、

公
民
館
支
館
長
、
区
長
の
挨
拶

の
あ
と
各
議
員
よ
り
、
議
会
活

動
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

業
倉
沢
岩
雄
議
員
よ
り

南
信
州
広
域
連
合
に
つ
い
て

昨
年
四
月

一
日
に
発
足
し
、

主
な
行
務
内
容
は
、
幹
線
道
路
、

防
災
、
消
防
、
介
護
保
険
の
認

定
、
特
養
関
係
、
ゴ
ミ
処
理
問

題
等
の
計
画
に
関
わ
っ
て
い
る
。

特
養
の
建
設
に
つ
い
て
、
今

ま
で
は
設
置
市
町
村
が
土
地
、

建
物
、
起
債
償
還
等
す
べ
て
や
っ

て
き
た
が
、
高
森
の
場
合
は
公

設
民
営
を
平
成
十
四
年
開
設

ヘ

向
け
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

消
防
の
関
係
で
は
非
常
に
経

費
が
か
か
り
、
広
域
消
防

へ
の

町
の
負
担
は

一
億
五
千
三
百
七

十
万
円
、
町
の
消
防
に
は
四
千

三
百
六
十
万
円
で
あ
る
。

ゴ
ミ
処
理
の
問
題

で
あ

る
が
平
成
十
四
年
か
ら
の

規
制
強
化

に
伴

い
、
現
在

の
桐
林

の
施
設

で
は
ク
リ

ア
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
桐
林

・
竜
丘
以

），
外

の
地
区
と
い
う
条
件

で

平
成
十
二
年
造
成
、
十
三

年
建
設
、
十
四
年
完
成
稼

動

で
建

て
替
え
を
予
定
し

て
い
る
。

業
伊
奈
川
義
公
議
員
よ
り

建
設
予
算
に
つ
い
て

予
算
は
六
億
九
千
万
円

で
去
年
よ
り
六
千
万
円
多

南
工
区
は
今
年
中
に
工
事

に
入
り
、
北
工
区
は
用
地

買
収
の
予
定
。

南
ふ
る
里
農
道
湯

ヶ
洞

線
に
つ
い
て
は
移
転
家
屋

の
建
設
中
で
あ
る
。
今
年

度
の
予
算

一
億
四
千
万
円

は
返
済
金
、
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
、
道
路
建
設
な

ど
に
当
て
る
。

広
域
農
道
に
つ
い
て
は

今
年
度
中
に
高
森
側
は
完

成
開
通
の
予
定
。
全
面
開

通
は
平
成
十
四
年
度
で
あ

る
。天
竜
川
架
橋
に
つ
い
て

は
豊
丘

・
喬
木

・
高
森
で

期
成
同
盟
会
を
結
成
し
、
橋
の

予
定
地
を
ア
ピ
タ
高
森
店
と
豊

丘
北
と
を
つ
な
ぐ
線
に
決
め
た
。

（国
）
県
の
予
算
は
ま
だ
付
い

て
い
な
い
。

下
市
田

一
区
北
村
の
地
区
計

画
、
臨
時
経
済
対
策
事
業
の
中

で
市
田
停
線
か
ら
竜
西
線
の
道

路
拡
幅
を
し
、
車
の
よ
け
合
い

が
で
き
る
様
に
し
た
い
。

下
市
田
駅
前
交
差
点
、
国
道

一
五
三
号
線
を
三
車
線
に
改
良

出
来
次
第
信
号
機
を
付
け
る
。

業
久
保
田
昌
幸
議
員
よ
り

産
業
関
係
に
つ
い
て

町
は
ラ
ン
植
物
園
を
予
算
化

す
る
計
画
で
あ
る
。
議
会
は
三

月
の
予
算
審
査
の
中
で
凍
結
を

し
た
が
、
六
月
ま
で
と
い
う
事

フ
０

。
婦
人
ふ
る
里
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
十
年
間
行

っ
て
来

た
が
今
年

一
年
か
け
成
果
を
振

り
返
り
、
研
究
し
て
い
く
。

業
原

昭
夫
議
員
よ
り

民
生
費
、
衛
生
費
、
介
護
保

険
の
状
況
等
に
つ
い
て

地
域
福
祉
基
盤
整
備
、
交
流

施
設
に
二
億
円
余
り
予
算
が
あ

る
。特
養

の
入
所
措
置
額

一
人
当

た
り
六
千
円
が
八
千
円
に
な
る
。

高
齢
者
福
祉

の
安
心
介
護
支
援

金
五
千
五
百
万
円
程
予
定
し
て

い
る
。
今
ま
で
慰
労
金
と
し
て

出
し
て
い
た
の
を
や
め
、
介
護

審
査
を
受
け
そ
れ
ぞ
れ
の
級

に

分
け
て
支
払

っ
て
い
る
。

介
護
保
険

の
認
定
者
は
四
月

一
日
現
在
三
百
八
十
二
名

で
あ

る
。

シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
は
飯
伊

に
九

ケ
所
あ
る
が
入
所
す
る
人

が
少
な
い
所
も
あ
る
。

質

疑

応

答

Ｑ
　
天
龍
社
跡
地
に
出
来
る
特

養

で
老
人
達

の
交
流

の
場
が
出

来
る
と
聞
い
た
、
民
営
化
す
る

と
言
う
が
ど
の
よ
う
な
形

で
行

わ
れ
る
の
か
、
利
用
す
る
の
に

有
料
か
。

Ａ
　

一
万
四
千
ぽ

の
広
さ
で
、

特
養

の
他

に
介
護
事
業
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、

シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

等
そ
の
他
百
三
十
名
規
模

で
陶

芸

・
花
作
り

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
を
作
る
。
入
場
は
無
料
。
民

営
と
は
Ｊ
Ａ
長
野
会

（佐
久
総

合
病
院
）
が
行
う
。

Ｑ
　
通
学
路

の
危
険
個
所

の
点

検
を
し
た
。

フ
タ
の
な
い
防
火

槽
、
道
路
の
横
断
線
等
の
チ
ェ
ッ

ク
の
用
紙
が
あ
る
の
で
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
地
区
計
画

で
要
望
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
　
児
童
館
を
ぜ
ひ
欲
し
い
。

児
童
館
と
言
う
の
は
０
歳
児
か

ら
高
校
生
ま
で
受
入
れ
て
い
く

の
が
本
来

で
は
な
い
か
。
駅
や

役
場
周
辺
が
子
供
達

の
た
ま
り

場

に
な

っ
て
い
る
。

Ａ
　
児
童
館

で
す

べ
て
が
解
決

す
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
考
え

て
い
く
。

Ｑ
　
ラ
ン
の
施
設
が
本
当

に
町

の
活
性
化

の
為

に
良

い
の
か
。

維
持
管
理
費
が
町
民
の
負
担

に

な
ら
な
い
か
。

Ａ
　
民
主
主
義
に
よ
り
最
後
は

多
数
決

で
決
め
る
。
議
会

で
ま

と
め
る
事
に
な

っ
て
い
る
の
で
、

〈
「
は
鮭
払̈珊
は
一百
え
な
い
。

Ｑ
　
育
成
会
を
六
年
間
や

っ
て

い
る
が
、
内
容
が

マ
ン
ネ
リ
化

し
ギ
リ
キ
リ
の
予
算

で
や

っ
て

い
る
。
青
少
年
育
成

の
た
め
に

予
算
を
付
け
て
欲
し
い
。

Ａ
　
町
で
研
究
委
員
会
が
開
か

れ
た
処

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

形
と
な
る
か
話
し
合
わ
れ
る
。

農
免
道
路

に

つ
い
て
は

で
六
月
定
例
議
会
で
答
え
を
出

す
。
六
月
十
九
日
、
二
十
日
で

審
査
の
結
論
を
出
す
為
、
皆
様

の
御
意
見
を
お
聞
き
し
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

業
熊
谷
元
尋
議
員
よ
り

総
務
文
教
関
係
に
つ
い
て

毎
年
区
民
か
ら
出
て
い
る
旧

下
市
田
学
校
の
保
存
に
町
と
し

て
は
協
力
す
る
が
町
の
財
産
に

は
な
ら
な
い
。

町
で
は
六
月
二
十
七
日
、
二

十
八
日
頃
に
愛
護
会
、
区
関
係

者
を
交
え
て
研
究
会
の
第

一
回

目
を
開
く
予
定
。
広
く

一
般
の

町
民
に
こ
の
価
値
の
理
解
を
得

る
事
が
必
要
で
あ
る
。
保
存
だ

け
で
は
な
く
有
効
利
用
も
考
え

て
行
く
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ

文
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＝
下
市
田
支
館
＝

そ
の
後
表
彰
式
に
移
り
、
九
十

歳
以
上
二
十
二
人
、
米
寿
九
人
、

喜
寿
三
十
二
人
の
方
々
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。
高
森
町
長
の

祝
辞
に
続
き
、
高
齢
者
代
表
の

田
日
正
幸
さ
ん
よ
り
謝
辞
が
あ

り
舞
台
発
表

へ
。

舞
台
発
表
は
、
大
正
琴
で
幕

が
開
き
、
各
ク
ラ
ブ
共
工
夫
を

こ
ら
し
日
頃
の
稽
古
の
成
果
が

発
揮
さ
れ
と
て
も
す
ば
ら
し
い

発
表
会
に
な

っ
た
。
今
年
は
代

議
員
会

ｏ
消
防
委
員
会
の
方
々

に
も
御
協
力
い
た
だ
き
、
と
て

も
洗
練
さ
れ
た
歌
声
が
披
露
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
初
参
加
の
高

森

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ
に
よ
る
バ

ン
ド
演
奏
で
は
、
日
本
の
情
景
、

演
歌
メ
ド
レ
ー
な
ど
が
演
奏
さ

れ
懐
か
し
そ
う
に
聞
い
て
く
れ

ψ
嶋″
′ユ

十
月
十
四
～
十
五
日
、
「
下

市
田
文
化
祭
り

●
敬
老
会
」
が

下
市
田
区
民
会
館
に
お
い
て
晴

天
の
内
に
開
催
さ
れ
、
区
民
を

あ
げ
て
の
行
事
に
幕
が
上
げ
ら

れ
た
。作

品

展

示

会

屋
外
会
場
は
、
盆
栽
ク
ラ
ブ

の
人
達
が
手
塩
に
か
け
た
作
品

が
ず
ら
り
と
並
び
、
見
る
人
の

心
を
捕
ら
え
た
。

屋
内
展
示
は
二
階
の
全
室
が

展
示
場
と
な
り
、
ホ
ー
ル
に
も

見
事
な
油
絵
が
出
展
さ
れ
た
。

萩
の
間
は
、
も
と
も
と
茶
室
用

に
作
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
こ
に

生
花
が
並
べ
ら
れ
、
と
て
も
調

和
が
と
れ
何
と
も
言
え
な
い
味

わ
い
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

２
ノ
ー
号
室
で
は
、
史
談
会

に
よ
る
下
市
田
の
歴
史
と
文
化

の
発
表
が
さ
れ
て
い
て
、
我
々

の
町
の
歴
史
を
知
る
上
で
と
て

も
参
考
に
な

っ
た
。
他
の
二
部

屋
で
は
、
書
・
絵
画
・
水
墨
画
・

手
芸

・
革
作
品

・
陶
芸
愛
好
家

に
よ
る
芸
術
的
作
品
が
出
展
さ

れ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
作
品
を

高
く
評
価
す
る
と
共
に
、

そ
の
心
を
込
め
た
作
品

を
譲

っ
て
欲
し
い
と
い

う
声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど

で
あ

っ
た
。

下
市
田
区
の
人
達
の

熱
心
さ
そ
の
直
向
き
な

姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
作

品
を
作
り
だ
し
て
い
て
、

来
る
べ
き
二
十

一
世
紀

へ
と
希
望
を

つ
な
ぐ
文

化
展
で
あ

っ
た
。

敬
老
会
と

舞
台
発
表

七
十
歳
以
上
の
招
待

者
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
人

数
の
二
百
人
弱
の
参
加
が
あ
り
、

本
年
度

「招
待
は
、
七
十
歳
は

ま
だ
若
い
の
で
は
」
と
言
う
声

も
聞
か
れ
、
検
討
さ
れ
た
が
今

年
は
そ
の
ま
ま
で
と
言
う
事
で

従
来
通
り
、
七
十
歳
以

上
の
方
々
が
招
待
さ
れ

た
。式
典
で
は
、
支
館
長
、

下
市
田
区
長
、
下
市
田

婦
人
の
会
代
表
の
方
々

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
戦
中
戦

後
の
苦
し
い
時
代
を

一

生
懸
命
乗
り
越
え
ら
れ
、

今
日
の
下
市
田
を
築
き

上
げ
て
頂
い
た
我
々
の

先
輩
の
方
々
に
と
て
も

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
今
日

一
日
を
楽

し
く
お
過
ご
し
下
さ
い

と
言
う
挨
拶
が
あ
り
、

一
鵜
‘
出

・
　

　

　

ヽ
　
　
　

　
　

．
′

瞥
〕

ｔ　
　
　
　
　
．

た
高
齢
者
の
方
々
の
姿
が
印
象
　
テ
ッ
プ
を
踏
み
リ
ズ
ム
に
合
わ

的
で
あ

っ
た
。
発
表
の
合
間
に
　
せ
て
舞
台
狭
し
と
踊
る
姿
は
、

は
手
遊
び
で
頭
の
体
操
を
し
た
　
と
て
も
高
齢
者
の
方
々
と
は
思

り
、
信
濃
の
国
を
皆
で
歌
い
楽
　
え
な
い
す
ば
ら
し
い
発
表
に
、

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
　

会
場
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
拍

又
、
飛
び
入
り
で
は
、
下
市
田
　
手
と
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

老
人
ダ
ン
ス
教
室
の
面
々
に
よ
　
れ
た
。
来
年
の
再
会
を
誓
い
合

る
社
交
ダ
ン
ス
、
ジ
ル
バ
と
ル
　
い
高
森
音
頭
を
踊
り
な
が
ら
閉

ン
バ
が
披
露
さ
れ
若
々
し
く
ス
　
会
さ
れ
た
。

■
‐軽‐
‐ス‥‥＝
＝
，
あ
禁
＝
＝
＝
＝

＝
体
育

部

＝

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
日

頃

の
運
動
不
足
と

ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
と
、
六
月
四

日

（
日
）
に
、
下
革
甲
田
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
集

い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ウ

ォ
ー
ミ

ン
グ

ア

ッ
プ

と
し

て

一
、
ス
ト

レ

ッ
チ

一
、
エ
ア

ロ
ビ
ク

ス

ゲ

ー
ム
は

一
、
カ

ロ
ー
リ

ン
グ

一、
ボ
ー
ル
カ

ロ
ッ
テ
ィ
ー

一
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ

一
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

一
、
輪
投
げ

誰

に
で
も
気
軽
、
手
軽

に
で
き
、
大
勢

の
方

の
参

加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
懇
親

会
が
盛
大
に
で
き
、
心
身

と
も
に
栄
養
補
給
の
充
実

し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
新

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

入
れ
、
各
分
館

へ
波
及
す
る
よ

う
な
下
市
田
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
集

い
に
な
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

●   ●
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下
市
日
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

一区
出
身

秋

田

敏

郎

（名
古
屋
市
在
住
）

年
を
重
ね
る
に
つ

れ
更
に
郷
土

へ
の

想
い
は
格
別
で
、

先
日
も
小
学
校
の

大
き
な
桜
の
下
で

昔
を
偲
び
、
高
台

か
ら
下
市
田
を
眺
め
た
こ
と
、

戴
い
た
区
報
で
下
市
田
の
現
況
、

各
活
動
の
様
子
を
拝
見
し
、
戦

中
戦
後
の
当
時
が
脳
裏
に
あ
る

私
に
と

っ
て
は
隔
世
の
感
が
あ

り
ま
す
。

二
十
年
余
、
名
古
屋
市
守
山

区

（人
口
十
五
万
余
）
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
地
元
に

い
る
人
達
か
ら
み
れ
ば
他
所
者

で
あ
り
ま
す
。
折
に
ふ
れ
故
郷

に
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
が
羨
ま
し

く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
近
話
題
の
情
報
伝
達

一
つ

を
み
て
も
有
線
放
送
の
充
実
し

て
い
る
等
、
す
べ
て
の
面
で
都

市
よ
り
進
ん
で
い
る
下
市
田
、

誇
り
に
思

っ
て
下
さ
い
。
こ
ん

な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
七
十
歳

の
老
夫
婦
、
先
ず
健
康
を
と
頑

張

っ
て
お
り
ま

す
。

で
き
る
こ

と
な
ら
ば
、
わ

が
故
郷
、
都
会

の
よ
う
な

コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固

め
た
道
路
が
多

く
な
ら
な
い
こ

と
を
祈

っ
て
い

ま
す
。

下
市
田
を
出
て
か
ら
約
五
十

年
。
終
戦
の
翌
年
学
校
を
卒
業
。

二
男
の
た
め
家
に
お
れ
な
い
の

で
外
に
出
て
行
く
わ
け
で
す
が
、

兄
の
復
員
が
三
年
位
遅
れ
た
の

で
、
家
事
農
業
の
手
伝
い
。
下

市
田
支
所
購
買
部
に
二
年
間
お

世
話
に
な

っ
た
こ
と
と
、
青
年

団
に
入
れ
て
も
ら
い
、
区
の
方
々

と
交
流
を
持

っ
た
こ
と
な
ど
で

深
い
愛
着
と
懐
か
し
い
想
い
を

故
郷
に
持

っ
て
お
り
ま
す
。

当
時
家
を
出
て
い
く
こ
と
は

希
望
よ
り
不
安
の
方
が
大
き
く
、

先
ず
日
々
の
暮
ら
し
を
ど
う
す

る
か
で
、
故
郷
の
こ
と
を
想
う

こ
と
も
な
い
程
夢
中
で
、
五
十

年
は
あ

っ
と
云
う
間
で
し
た
。

後
年
、
物

・
心
に
余
裕
が
で
き

て
、
良
き
に
悪
し
き
に
つ
き
、

樹

木

の
叫

び
　

　

　

近
は
松
喰
虫
の

六
区
　
一士

生

シ
ズ
カ

　
効
鶴
は
ａ
抑
ド

出
砂
原
の
六
地
蔵
さ
ま
の
地
　
の
松
の
木
が
町
内
で
も
日
立

つ

籍
に
二
本
の
吉
野
桜
の
大
樹
が
、　
よ
う
に
な
り
、
日
ご
ろ
心
痛
め

春
は
爛
漫
の
花
を
咲
か
せ
、
夏
　
て
い
る
も
の
で
す
。

は
木
陰
を
作
り
、
近
隣
の
人
た
　
　
過
日
、
宇
名
月
温
泉
で
流
木

ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
　
の
よ
う
な
丸
太
が
、
ガ
ラ
ス
の

一燒
一

岸
花
の
集
落
地
で
あ
る
。
春
の

彼
岸
に
は
寒
い
冬
を
じ

っ
と
耐

え
、
無
数
の
球
根
か
ら
細
長
い

葉
を
地
上
に
出
し
て
い
る
が
、

冬
の
寒
さ
に
も
凍
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
其
の
葉
も

暑
い
夏
と
な
る
と
枯
れ
て
、
球

根
だ
け
に
な
り
、
秋
を
迎
え
る
。

秋
の
彼
岸
の
頃
に
な
る
と
真
赤

な
彼
岸
花
が
咲
く
季
節
で
あ
る
。

別
名
を
曼
珠
沙
華

（
マ
ン
ジ

ュ

シ
ャ
ゲ
）
で
、
秋
の
彼
岸
頃
咲

く
の
で
彼
岸
花
と
も
い
っ
て
い

る
。
原
産
地
は
中
国
で
、
古
く

ケ
ー
ス
の
中
に
飾
ら
れ
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
赤
松
を
え
ぐ

り
抜
い
て
木
管
に
し
、
黒
部
川

上
流
か
ら
温
泉
を
引
湯
し
た
も

の
で
、
大
正
十
二
年
か
ら
五
十

年
間
を
使
用
さ
れ
た
引
湯
木
管

日
本

に
渡
来
し
た
と

い
わ
れ

て

い
る
。
曼
珠
沙
華
と
は

「
赤
い
花
」

と
い
う
意
の
梵
語
で
あ
る
。
田

の
畦
道
や
、
土
手
、
墓
地
な
ど

に
自
生
し
、
彼
岸
頃
に
咲
く
の

で
、
仏
様
臭
い
と
か
花
に
毒
が

あ
る
と
い
っ
て
忌
み
嫌
う
人
が

保
存
し
た
い
と
展
示
さ
れ
て
い

る
も
の
で
し
た
。

赤
松
と
言
え
ば
、
京
都
の
広

隆
寺
の
弥
勒
菩
薩
半
珈
像
は
赤

松
を
用
い
た
も
の
で
、
六
世
紀

半
ば
の
作
で
あ
り
、
か

つ
て
は

漆
箱
だ

っ
た
が
、
今
は
全
身
木

肌
が
現
れ
て
、
や
わ
ら
か
な
松

の
材
質
が
伺
え
ま
す
。
奈

良
の
法
隆
寺
の
百
済
観
音

像
は
、
樟
材
の

一
木
造
り

で
飛
鳥
時
代
の
作
だ
そ
う

で
す
。
遠
い
音
の
菩
薩
さ
ま
観

音
さ
ま
で
す
が
、
今
に
至
っ

て
も
木
の
命
は
脈
々
と
生

き
輝

い
て
、
私
た
ち
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
と
容
貌

で
歴
史
を
伝
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

管
理
す
れ
ば
生
き
長
ら
え
る

樹
木

の
生
命
が
、
害
虫
や
災
害

に
よ

っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
う

こ
と
を
憂
う
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

を
消
し
て
し
ま
　
を
、
温
泉

の
歴
史
と
し
て
永
く

美
し
い
彼
岸
花

二
区

北

原

金

二

し

た
。

と

こ
ろ

カ

ア
メ
リ
カ
し

ろ

ひ
と

り

の
被

害
に
よ
り
、
数

年
前
に
二
本
と

も
伐
ら
れ
て
姿

私
の
家
の
下

の
土
手
は
、
彼

案
外
多
い
。
こ
れ
は
私
共
日
本

人
が
勝
手
に
決
め
た
の
で
、
、決

し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
花

に
は
責
任
は
な
い
。
よ
く
見
る

と
実
に
美
し
い
花
で
、
秋
の
彼

岸
頃
田
の
畦
道
、
土
手
、
道
路

脇
に
目
立

っ
て
咲
い
て
い
る
の

で
す
ぐ
わ
か
る
。

人
に
は
余
り
愛
さ
れ
ず
、
自

力
で
力
強
く
生
き
抜
き
、
雑
草

に
負
け
ず
、
秋
の
到
来
を
知
ら

せ
、
美
し
く
ま
た
さ
り
げ

な
く
咲
く
彼
岸
花
は
私
は

大
好
き
だ
。

彼
岸
花
と
言
う
と
二
区

の
福
島
幸
雄
さ
ん
宅
の
下

の
大
土
手
は
、
郡
下
有
数

の
大
集
落
地
で
す
。
福
島

さ
ん
が
何
回
も
草
刈
り
を

し
て
、
秋
の
彼
岸
を
待

っ
て
い

る
と
、
夏
は
枯
れ
て
球
根
と
な
っ

て
い
る
。
球
根
か
ら
季
節
を
違

え
ず
芽
を
出
し
、
茎
が
生
長
し

て
彼
岸
頃
花
が
咲
き
始
め
、
秋

の
到
来
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

広
い
土
手

一
面
に
咲
い
て
い
る

真
赤
な
花
は
実
に
見
事
で
、
赤

い
ジ

ュ
ウ
タ
ン
を
敷
き
詰
め
た

よ
う
で
す
。
近
所
の
方
や
心
あ

る
方
が
来
訪
し
、
観
賞
し
た
り
、

写
真
を
と

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

福
島
さ
ん
が
野
辺
の
花
迄
も

こ
よ
な
く
愛
し
て
く
れ
る
心
情

が
大
変
好
ま
し
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。
私
も
長
生
き
を
し
て
、
今
後

何
回
も
観
賞
出
来
る
事
を
祈
念

し
て
い
ま
す
。

．、
「
ｄ
ｌ

ヽ
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大
会

へ
向
け
て

小
六

木

下

絵

理

（四
区
）

■
む
　
、
イ
ム

遠
く
か
ら
の
シ

ュ
ー
ト

ン／
‘
も
、
重
点
的

に
す
る
練

習

の
中

に
入

っ
て
い
ま

私
は
、
五
年
生

の
春
か
ら
ミ

ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
を
始
め
ま
し
た
。

最
初

の
こ
ろ
は
、
正
直

い

っ

て
練
習
が
め
ん
ど
く
さ
い
し
、

大
変
だ
か
ら
、
や
め
て
し
ま
い

た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
、　
一
年
間
が
ん
ば

っ

て
み
る
と
、
毎
週

の
練
習
が
、

と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、
楽
し

い
で
す
。

と
く
に
、
今
ま
で
で
き
な
か

っ

た
事
や
、

に
が
て
だ

っ
た
事
が

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
時
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
し
、
ミ

ニ
バ

ス
ケ

ッ
ト
を
や
っ
て
い
て
よ
か

っ

た
、
と
、

い
う
気
持
ち
な
り
ま

す
。今
、
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、

も
う
間
近

に
せ
ま

っ
た
、
上
郷

優
勝
大
会

に
む
け
て
、
も
う
練

習
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
重
点
的

に
し
て
い
る

練
習
は
、
松
川

の
チ
ー
ム
な
ど

が

つ
か

っ
て
く
る
、
ゾ
ー
ン
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
ヘ
の
攻
撃

の
し
か
た

中

一

十
月
十

三
、
十

四
に
、
中
学

校

に
は
い

っ
て
の
初
め

て
の
文

化
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な

ふ
う
に
行
う
か
と
楽
し
み

で
し

わたしの作文

ぼくの作文

事彙撫r暮静lヾ≒瑳II申

た
の
し
か
っ
た
文
化
祭

遠
く
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
が
入

る
と
、
有
利
な
の
で
す
が
、
入

ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
、

唐

沢

慎

一
郎

（五
区
）

た
。文
化
祭

の
テ
ー

マ
は
、

『
無

限
大

―
私
達

の
限
り
な
い
可
能

性
を
未
来

へ
つ
な
げ
よ
う
―
』

で
し
た
。

こ
の
文
化
祭
の
た
め
に
、

事
前
活
動
、
展
示
品
の
制

作
、
音
楽
会
の
た
め
の
歌

の
練
習
、
各
委
員
で
の
文

化
祭
に
つ
い
て
の
計
画
、

準
備
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
日
。
体
育

館
に
整
列
を
し
、
小
原
ケ

丘
祭
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

開
祭
式
が
終
わ
る
と
、
ス

す
。大
会
は
、
も
う
日

の

前

へ
せ
ま

っ
て
き

て
い

ま
す
。
私

の
チ
ー
ム
の
中

に

は
、
戦
う
か
ら
に
は
必

ず
勝
ち
た
い
と
思

っ
て

る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

で
も
、
私
は
ベ
ス
ト
を

つ
く

せ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
は
、
全
員

メ
ン
バ
ー
が
そ

ろ
う
と
い
い
で
す
。

テ
ー
ジ
発
表
で
、
研
究

・
体
験

発
表
、
美
術
部
の
発
表
、
吹
奏

楽
部
の
発
表
、
選
択
体
育
の
三

年
生
の
発
表
、
展
示
見
学
、
演

劇
部
の
発
表
、
自
主
活
動
な
ど

と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
発
表
や

活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
音
楽
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
全
校
で
歌
い
、

そ
し
て
、
各
ク
ラ
ス
の
発
表
に

な
り
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
、

思

っ
て
い
た
以
上
に
う
ま
く
て

小
学
校
の
時
の
音
楽
会
と
は
、

ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
の
発
表
が
終
わ
る
と
ま
た

全
校
で
歌
い
ま
し
た
。

音
楽
会
が
終
わ
る
と
、
閉
会

式
で
し
た
。
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
小
原
ケ
丘
祭

下
市
田
ぐ
る
リ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

＝
体
育
部
＝

十
月
十
五
日
、
体
育

部
担
巧
一の
ぐ
る
リ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
、
公
民
館
文

化
祭
の

一
環
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

区
民
会
館
を
出
発
し
て
、

間
ケ
沢
川
沿
い
を
上
段

へ
、
自
然
愛
護
会
員
に

よ
り
草
、
花
、
木
な
ど

の
植
物
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

約
五
十
分
ほ
ど
で
松
岡

城
趾

へ
、
史
談
会
員
に

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
松
岡
氏
は
千
年
ほ

ど
前
、
鎌
倉
幕
府
の
源

氏
に
追
わ
れ
て
戦
い
に

敗
れ
た
陸
奥
の
豪
族
で
あ

っ
た
。

松
岡
城
は
標
高
約
五
百
五
十
米

の
段
丘
の
突
端
を
利
用
し
て
築

か
れ
、
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の

丸
を
ほ
ぼ

一
直
線
上
に
配
置
す

る
連
郭
式
の
平
山
城
で
あ
る
。

選

覇

曇

菫

蓋

欝

層

理
垂

懇

曇

菫

蓋

菫

は
終
わ
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
文
化
祭
は
、
と
て

も
お
も
し
ろ
く
、
二
日
間
が
み

じ
か
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ

れ
は
、
い

っ
し

ょ
う
け
ん
め
い

が
ん
ば

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
来
年

の
文
化
祭
が
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。

戦
国
時
代
に
入
る
と
、
武
田
信

玄
、
織
田
信
長
、
徳
川
氏
の
支

配
下
に
な
る
。
松
岡
氏

一
族
の

中
に
は
弓
馬
の
武
芸
に
優
れ
た

者
が
多
く
居
た
と
い
う
。

約

一
時
間
の
説
明
を
受
け
た

後
出
発
し
、
農
業
試
験
場
横
を

経
由
し
て
、
時
の
駅
に
到
着
。

館
長
さ
ん
よ
り
冨
本
銭
、
下
市

田
区
の
歴
史
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
勢
の
参
加
者
の

皆
様
に
よ
り
有
意
義
な
下
市
田

ぐ
る
リ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
出
来

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

′
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慣
れ
親
し
ん

だ
土
地
を
離
れ

縁
が
あ

っ
て
こ

の
地

へ
嫁
い
で

来
た
頃
と
い
う

も
の
は
、
夢
や

希
望
も
あ
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
不
安
な
事

の

方
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
「
若
妻
会
」
と
い
う
存
在
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、

で
も
、
ど

ん
な
方
々
が
い
ら

っ
し

ゃ
る
の

か
も
わ
か
ら
ず
、
や
は
り
不
安

で
し
た
。
人
に
慣
れ
る
ま
で
は
、

気
も
遣
う
し
、
話
も
聞
く
だ
け

当
た
り
前
と
言

え
ば
当
た
り
前
、

そ
れ
を
や

っ
て
い

る
四
区
。

・
発
端
は

一
昨
年
。

巡
礼
沢
沿
い
の
大

洞
線
、
途
中

に
Ｓ

字
カ
ー
ブ
が
あ
る
。

な
ん
と
も
美
し
い
心
安
ら
ぐ
よ

う
な
道
。
そ
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
周

辺
が
ゴ
ミ
の
投
棄
場
と
な

っ
て

き
た
。
見
る
に
見
か
ね
る
惨
状

で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、
ゴ
ミ
０
の
日
を
機

で

「
へ
え
―

っ
。

こ
う
い
う，
世

界
も
あ

る
ん
だ

―
。
」

と
思
う

く
ら
い
で
し
た
…
…
が
…
し
か

し
人
間
と
は
す
ば
ら
し
い
生
き

物
だ
と
思
い
ま
す
。
慣
れ
て
し

ま
う
の
で
す
ね
、
新
し
い
環
境

に
。
あ
の
頃

の
自
分
は
ど
こ
へ

い

っ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
ろ
う
？

と
思
え
る
程
、
す

っ
か
り
慣
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
、

若
妻
会
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

新
し
い
土
地
に
来
た
者
に
と

っ

て
、
友
達
が
身
近

に
い
な
い
こ

と
は
寂
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の

上
、
初
め
て
の
妊
娠

・
出
産

・

に
総
出
の
徹
底
的
ゴ
ミ
拾
い
作

戦
。
結
果
は
タ
イ
ヤ
四
十
本
を

は
じ
め
山
の
よ
う
な
ゴ
ミ
０
ト

ラ
ッ
ク
ニ
台
余
。
現
代
社
会
の

ひ
ず
み
の

一
端
を
見
た
。

町
や
警
察
の
ご
支
援
に
よ
り

「
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
よ
う
に
」

と
の
立
て
看
板
が
三
本
た

つ
。

お
か
げ
で
現
在
は
ク
リ
ー
ン

を
保

つ
。
こ
れ
を
契
機
に
ゴ
ミ

情
報
が
絶
え
ず
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り

「自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

雰
囲
気
が
高
ま
る
。

元
気
い
っ
ば
い
五
区
若
妻
会

五
区

熊

谷

ひ
で
み

育
児
と
い
う
と
わ
か
ら

な
い
事
ば
か
り
で
暗
～

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

や
は
り
、
ま
ず
は
毎
日

を
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
し
、

楽
し
く
子
育
て
が
で
き

た
ら
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
出
て
く
る
の

が

『
若
妻
会
』
な
の
で

す
。
先
輩
の
話
を
聞
い

た
り
、
わ
か
ら
な
い
事
や
悩
ん

で
い
る
事
を

一
緒

に
考
え
て
く

れ
る
、
た
の
も
し
い
集
団
で
す
。

気
軽

に
、
小
さ
い
子
ど
も
と

一

緒

に
も
参
加

で
き
る
し
、
子
ど

も
同
志

で
も
五
区
の
会
所

で
遊

べ
る
し
、
子
ど
も
の
騒
ぎ
も
お

自
然
環
境
保
全
に
取
り
組
む
四
区

四
区
部
落
長

玉

置

俊

通

・
四
区
で
は
、
生
活
セ
ン
タ
ー

で
の
飲
食
の
あ
と
の
「残
飯
な
ど

は
全
部
持
ち
帰
る
」
と
い
う
こ

と
に
し
た
。
い
ま
ま
で
満
杯
だ
っ

た
ビ
ン
類
用
コ
ン
テ
ナ
ー

も
、
今
で
は
そ
の
役
割

を
終
わ

っ
て
い
る
。

・
分
別
収
集
は
、
環
境

衛
生
委
員
、
常
会
長
、

部
落
四
役
で
実
施
。
量

が
増
え
繁
雑
と
な

っ
た

た
め
、
組
長
も
お
手
伝

い
。
年
度
途
中
か
ら
に

も
か
か
わ
ら
ず
積
極
的

な
ご
奉
仕
。
税
金
常
会

■

な
ど
で
分
別

に

つ
い
て

‐
‐
‐

の
自
主
的
学
習
会
も
頻

繁

に
な
る
。

ど
こ
で
も
や

っ
て
い
る
こ
と

か
も
知
れ
な
い
が
、
故
郷
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で

い
る
下
市
田
四
区
で
す
。

一　

一 互
い
様
／
と
思

っ
て
く
れ
る
の

で
参
加
も
し
や
す
い
で
す
。
し

か
し
、
小
さ
い
子
ど
も
の
い
る

集
団
な
の
で
全
員
そ
ろ
う
こ
と

は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
パ
ワ

フ
ル
な
若
妻
会
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

役割を終えたコンテナーたち

め

ざ

ま

し

い

イ

ン
タ

ー

ネ

ッ
ト

・

パ
ソ
コ
ン
等

の
普

及
に
よ
り
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
画
面

で
吸
収
す
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。

一
昔
前
ま
で
は
知

識

・
娯
楽

・
教
養

等
書
物
に
求
め
た
も
の
で
す
。

良
い
悪
い
で
な
く
て
、
こ
う
い
っ

た
活
字
ば
な
れ
の
流
れ
で
仕
方

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
で
も
大
勢
の
人
の
目
に

つ
き
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
事
で
区
民
会
館
玄
関

ホ
ー
ル
に
図
書

コ
ー
ナ
ー
を
二

ケ
所
設
け
ま
し
た
。
書
架
を
二

つ
用
意
し
て
、
去
年
ま
で
の
新

購
入
書
を
約
二
百
冊
程
並
べ
ま

し
た
。
区
民
皆
様
の
大
い
な
る

御
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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当
部
で
も
月
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国

甕
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Ｌ
Ｌ
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一

露
望

回
十
五
日
を
貸
し
出
し
定
例
日

と
し
て
部
員
が
出
役
し
て
貸
し

出
し
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
ば
な
れ
の
現
実
に

抗
し
き
れ
ず
、
最
近
で
は
利
用

者
が
零
を
数
え
る
こ
と
が
多
く

な
り
残
念
な
が
ら
貸
し
出
し
日

の
設
定
を
廃
止
す
る
こ
と
に
決

定
と
な
り
ま
し
た
。

折
角
購
入
し
た
本
で
す
の
で

一
人
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し

て
も
ら
う
為
考
え
ま
し
た
。

今
年
も
又
、
市
田
柿
の
里
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
季
節
が
や

っ

て
来
た
。
そ
の
自
然
、
そ
の
風

情
の
あ
る
環
境
の
中
で
暮
ら
せ

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
こ
う

し
た
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
に

住
む
子
供
達
で
あ

っ
て
も
、
そ

の
心
は
必
ず
し
も
満
た
さ
れ
て

お
ら
ず
、
問
題
な
し
と
は
言
え

な
い
の
が
現
実
の
よ
う
だ
。

難
し
い
こ
と
は
別
と
し
て
、

家
庭
を
始
め
地
域
の
大
人
達
が
、

子
供
達
に
語
り
か
け
、
問
い
か

け
る
こ
と
を
し
た
い
。
区
報
も

そ
の

一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。
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